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5ummorγ：
　W6examined　the　function　in『the　easy　Z－score　Imaging　System（eZIS）which　corrects　measurement　differences　among　facilities．This

examination　was　conducted　using3D　Hof［man　Brain　Phantom（3DP）．When　we　analyzed　data　using　two　different　devices（i．e．，the

device　witch　was　use（l　to　collect　signal　data　and　the　device　which　was　used　to　constnlct　phantom　norrhal　database［PNDB］），Z－score

mappings　became　equa1。This　is　because　the　software　function　was　con℃cted　to　a両ust　measurement　differences　among　facilities．This

process　was　considered　appropriate．When　two3DP　data（i．e．，data　that　was　collected　using　the　device　in　our　own　facility　and　data

that　was　collecte（1using　the　same　device　of　other　facilities）for　the　correcting　were　different，Z－score　mappings　were　also　differenL　W¢

conclude（1thatwe　can　not　share　data　among　institutions．

要旨

　easy　Z－score　Imaging　System（eZIS）に搭載されている施設間差補正機能について，主に3D　H：offman　Brain　Phantom

（3DP）を用いて検討した．信号データを収集した装置とPhantom　nomal　data　base（PNDB）を構築した装置が異なる場合に，

施設間差補正機能を憧用すると，装置が同じ場合のZ－score　mapと同等となり，施設間差補正機能を用いる妥当性があった．

補正に用いる3DPデータが異なると（自施設と他施設同一装置で収集した3DPデータ），Z－score　mapも異なった．したがっ

て，3DPデータを施設間で共有することはできない．

［緒言］

　近年，核医学検査の脳血流SPECT（Single　Photon

Emission　CT）では，さまざまな統計学的画像解析

ソフトH）が開発されている．easy　Z－score　Imaging

System（以下eZIS）8）・9）もその一つである．

　eZISにかぎらず統計学的画像解析を行うには各施

設（各装置），放射性医薬品ごとのNormal　Database（以

下NDB）が必要である．しかし，NDBを構築するこ

とは倫理面（被ばく）と経済面（ほかのモダリティの

検査を含めた検査費用）から非常に困難であり，当院

では国立精神・神経センター武蔵病院（以下武蔵病院）

で構築されたNDBを共有（使用）している．

　eZISには，NDBをより適切に共有することを目的

に開発された，施設間差補正機能が搭載されている．

施設間差補正機能とは，NDBが構築された武蔵病院

で収集した3D　Hoffman　Brain　Phantomデータ（以下

3DPデータ：標準脳に変換・基準とする）と，NDB

を共有する当院で収集した3DPデータをボクセルご

とに比較し，補正係数を求め，当院で収集した被験者

データに乗算することである．

　施設間差補正機能を用いる妥当性について，臨床例

を用いて検討した報告10）はあるが，入力が把握できる

ファントムを用いた報告はない．また，1施設間差補正

に必要な3DPデータ（以下施設間差補正用3DPデータ）

の共有化に関する報告もない．
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　eZIS　Ver2．0（第一ラジオアイソトープ研究所）の

基礎的検討として，施設間差補正機能を用いる妥当性

の有無（当院で使用している2装置を2…雄設と想定す

る）と施設間差補正用3DPデータは，同一装置であ

れば施設間で共有することが可能か否か検討する．
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